
第１章 数と式 第４節 集合と命題

１５ ４ 「すべて」と「ある」

（１／６）■ 「すべて」と「ある」の否定 ■

「すべて」と「ある」の否定

●★解法の技術★の学習のしかた●
(1) 下の答案を理解し，「考え方」を覚えましょう。／覚えたら，.....
(2) 模範解答を見ないで，「理解のチェック」の問題を解いてみましょう。

（答案を見ながら書くと勉強になりません。一度，「考え方」を頭の中に入れることが大切です。)

★解法の技術★

次の命題の否定を述べなさい。また，否定の真偽を調べなさい。

(1) すべての素数ｎについて，ｎは奇数である。

(2) ある実数χについて χ２≦０

【考え方】「すべて」と「ある」に関する命題の否定

「すべてのχについてｐ」の否定は「あるχについてｐ」

「あるχについてｐ」の否定は「すべてのχについてｐ」

すなわち，「すべて」と「ある」を入れ替えて結論を否定すればよい。

次のようにイメージします！

ｐ ｐ

否定

「すべてのχは奇数」 「あるχは奇数でない」

ｑ ｑ

否定

「すべてのχは奇数でない」 「あるχは奇数である」

［答 案］

(1) 否定：「ある素数ｎについて ｎは奇数でない。」

＝「ある素数ｎについて，ｎは偶数である。」 Ï「～である」の表現に書きかえる

真偽：ｎ＝２のとき，ｎは偶数であるから 真 。

(2) 否定：「すべての実数χについて χ２≦０ でない。」

＝「すべての実数χについて χ２＞０ である。」 Ï「～である」の表現に書きかえる

真偽：χ＝０のとき， χ２＝０ であり，χ２＞０ は成り立たないから 偽。

★知識の整理★【すべてのχ，あるχ】

「すべてのχ」という代わりに

「どんなχ」，「任意のχ」，「χが何であっても…」，「常に…」

また，「あるχ」という代わりに

「適当なχ」，「少なくとも１つのχ」，「…であるχが存在する」

という表現もよく使われる。これらの表現を見たらピンとくるようにしたい。

１，３，５，…

２，４，６，… ２，４，５，…

１，３，６，…

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


第１章 数と式 第４節 集合と命題

１５ ４ 「すべて」と「ある」

（２／６）■ 「すべて」と「ある」の否定 ■

◇《「すべて」と「ある」の否定》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の命題の否定を述べなさい。また，否定の真偽を調べなさい。

(1) すべての素数ｎについて，ｎは奇数である。

(2) ある実数χについて χ２≦０

【考え方】「すべて」と「ある」に関する命題の否定

「すべてのχについてｐ」の否定は「あるχについてｐ」

「あるχについてｐ」の否定は「すべてのχについてｐ」

すなわち，「すべて」と「ある」を入れ替えて結論を否定すればよい。

次のようにイメージします！

ｐ ｐ

否定

「すべてのχは奇数」 「あるχは奇数でない」

ｑ ｑ

否定

「すべてのχは奇数でない」 「あるχは奇数である」

［答 案］

(1) 否定：「［ ］ｎについて ｎは［ ］。」

＝「［ ］ｎについて ｎは［ ］。」 Ï「～である」の表現

真偽：ｎ＝［ ］のとき，ｎは［ ］であるから［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(2) 否定：「［ ］χについて［ ］。」

＝「［ ］χについて［ ］。」 Ï「～である」の表現

真偽：χ＝［ ］のとき， χ２＝［ ］であり，

［ ］から［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

１，３，５，…

２，４，６，… ２，４，５，…

１，３，６，…

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


第１章 数と式 第４節 集合と命題

１５ ４ 「すべて」と「ある」

（３／６）■ 「すべて」と「ある」の否定 ■

◇《「すべて」と「ある」の否定》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の命題の否定を述べなさい。また，否定の真偽を調べなさい。

(1) すべての実数χについて (χ＋１)２＞０

(2) ある自然数ｎについて ｎ２＝５

【考え方】「すべて」と「ある」に関する命題の否定

「すべてのχについてｐ」の否定は「あるχについてｐ」

「あるχについてｐ」の否定は「すべてのχについてｐ」

すなわち，「すべて」と「ある」を入れ替えて結論を否定すればよい。

［答 案］

(1) 否定：「［ ］χについて［ ］。」

＝「［ ］χについて［ ］。」 Ï「～である」の表現

真偽：χ＝［ ］のとき，

(χ＋１)２＝（［ ］＋１）２＝［ ］だから［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(2) 否定：「［ ］ｎについて［ ］。」

＝「［ ］ｎについて［ ］。」 Ï「～である」の表現

真偽：［ ］から［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


第１章 数と式 第４節 集合と命題

１５ ４ 「すべて」と「ある」

（４／６）■ 「すべて」と「ある」の否定 ■

◇《「すべて」と「ある」の否定》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の命題の否定を述べなさい。また，否定の真偽を調べなさい。

(1) すべての実数χについて χ２＞０

(2) ある素数は偶数である。

(3) 任意の実数χ，ｙに対して χ２－４χｙ＋４ｙ２＞０

(4) χ２－３χ－１０＝０である自然数χが存在する。

【考え方】(3) 任意の実数＝すべての実数 → №１５(１／６)を参照

(4) 命題を読みかえます。

「ある自然数χに対して χ２－３χ－１０＝０」

この読みかえた命題を否定します。

［答 案］

(1) 否定：「［ ］χについて［ ］。」

＝「［ ］χについて［ ］。」 Ï「～である」の表現

真偽：χ＝［ ］のとき，

χ２＝（［ ］）２＝［ ］だから［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(2) 否定：「［ ］は［ ］。」

＝「［ ］は［ ］。」 Ï「～である」の表現

真偽：［ ］から［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(3) 否定：「［ ］χ，ｙに対して［ ］。」

＝「［ ］χ，ｙに対して［ ］。」

真偽：［ ］のとき，

［ ］だから［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(4) 否定：「［ ］χに対して［ ］。」

＝「［ ］χに対して［ ］。」

真偽：χ＝［ ］のとき，

χ２－３χ－１０＝（［ ］）２－３×［ ］－１０＝［ ］だから

［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


第１章 数と式 第４節 集合と命題

１５ ４ 「すべて」と「ある」

（５／６）■ 「すべて」と「ある」の否定 ■

◇《「すべて」と「ある」の否定》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

次の命題の否定を述べなさい。また，否定の真偽を調べなさい。

(1) 少なくとも１つの自然数ｎについて ｎ２－５ｎ－６＝０

(2) すべての実数χ，ｙについて ９χ２－１２χｙ＋４ｙ２＞０

(3) ある自然数ｍ，ｎについて ２ｍ＋３ｎ＝６

【考え方】(1) 「少なくとも１つの自然数」＝「ある自然数」 （１／６）知識の整理参照

［答 案］

(1) 否定：「［ ］ｎについて［ ］。」

＝「［ ］ｎについて［ ］。」

真偽：ｎ＝［ ］のとき，

ｎ２－５ｎ－６＝０＝（［ ］）２－５×［ ］－６＝［ ］だから

［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(2) 否定：「［ ］χ，ｙについて［ ］。」

＝「［ ］χ，ｙについて［ ］。」

真偽：［ ］のとき，

［ ］だから［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

(3) 否定：「［ ］ｍ，ｎについて［ ］。」

＝「［ ］ｍ，ｎについて［ ］。」

真偽：＊難しいので解答のみ示します。研究してみて下さい。

ｍ＝１，ｎ＝１のとき ２ｍ＋３ｎ＝５（≠６）

ｍ≧２ かつ ｎはすべての自然数のとき（最小値の１を代入してみる）

２ｍ＋３ｎ≧２・２＋３・１＝７ から ２ｍ＋３ｎ≠６

ｎ≧２ かつ ｍはすべての自然数のとき（最小値の１を代入してみる）

２ｍ＋３ｎ≧２・１＋３・２＝８ から ２ｍ＋３ｎ≠６

したがって，［ 真 ・ 偽 ］。（正しい方に○）

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html


第１章 数と式 第４節 集合と命題

１５ ４ 「すべて」と「ある」

（６／６）■ 「すべて」と「ある」の否定 ■

◇《「すべて」と「ある」の否定》 学力化 · ／ ，

★演習★【４】

次の命題の否定を述べなさい。また，否定の真偽を調べなさい。

(1) ある素数の組(ａ，ｂ)について，ａとｂの積ａｂは偶数である。

(2) ある実数χについて，χ２＝－１である。

(3) すべての素数は奇数である。

(4) ２つの無理数の積は無理数である。

(5) ひし形は平行四辺形である。

【考え方】「～でない」をいう形で否定し，それを「～である」という表現に書きかえます。

わかれば，いきなり「～である」をいう形で否定してもかまいません。

(4) ，(5) では，文の先頭に「すべての」を補うと意味が取りやすくなります。

［答 案］

(1) 否定：

＝

真偽：

(2) 否定：

＝

真偽：

(3) 否定：

＝

真偽：

(4) 否定：

＝

真偽：

(5) 否定：

真偽：

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m1/Sam_m1_MENU.html



